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は じ め に

初めに,学 問とは何か,次 いで,社 会科学 とは何か,を 叙す。 これ らは,こ

の10年 来,「 社会思想史2」 の講義で最近述べていたものであり,本 稿はその

エ ッセンスだけである。

1学 問

1学 問 と は何 か

「学 問」 とい う言 い 方 は
,日 本 で 言 わ れ,ヨ ー ロ ッパ で はscience(英 米)

dieWissenschaft(独);wetenschaap(蘭),に あ た る。 つ ま り 日本 語 で

〔3〕
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は 「科 学 」 に 近 い 。 中 国 の 孔 子1)の 言 を集 め た 『論 語 』 で は,学 が 学 問 の こ

とで あ る。 学 問 と は科 学 を含 む け れ ど も,そ れ よ り広 い,あ る い は 曖 昧 な 意 味

を持 っ て い る よ う に 見 え る。 英 語 で は,む し ろIearningが,学 問 に 近 い か も

しれ な い 。 例 え ば,フ ラ ン シス ・ベ ー コ ン2)のOftheProficienceandAdvan-

cementofLearning.London1605.3)は,日 本 で は 『学 問 の 進 歩 』 と訳 さ れ て

い る。

『論語』第1巻 学而篇 では,

1… …,学 んで時に習う,亦 説ばしからずや。

同第2巻 為政篇 では,

15… …,学 びて思わざれば則ち岡 く,思 いて学ばざれば則ち殆(う たが)う 。

と言 って い る 。

イ マ ヌ エ ル ・カ ン ト4)も 『純 粋 理 性 批 判 』で,後 者 に似 た こ と を言 っ て い る。

学 問 と は,問 うて 学 べ,学 ん で 問 へ,と い う こ と を しな け れ ば な ら ない,と

私 は 思 う。

2学 問 論

学問には,肯 定,否 定,部 分否定 ・部分肯定の3つ の説がある。

学問否定論で有名 なものは,J.J.ル ソー5)の 『学問芸術論』である。学問

によって人間は悪 くなったとい うもので,学 問の全面否定論である。 これはし

かし,無 視できない。まず,当 時の学問のあ り方を考えて見ると,ル ソーがそ

う言うのは,分 からなくはない。宮廷や貴族のつまらない学問だけがあったか

らである。次に,現 代から見ても,原 爆を作る学問などは,否 定されてもよい。

1)孔 子,BC.552-479.

2)FrancisBacon,1561-1626.

3)こ の 初 版 は,小 樽 商 大 附 属 図 書 館 に あ る。

4)1.Kant,1724-1804.

5)J.-J.Rousseau,1712-78.
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学問の部分的否定論には,レ ーニン6)の 『青年同盟の任務』がある。彼は,

青年に呼びかけたこの演説で,大 学で教 わる学問は,半 分はブルジョア的なガ

ラクタであ り,半 分 は役に立つものだ,と 言う。

学問の部分否定論の,他 のものは,福 沢諭吉7)の 『学問のすすめ』である。

彼は,当 時の 日本の伝統的な学問を否定している。つまり詩歌管弦の学 を否定

する。だか ら学問部分否定論である。一方,彼 は実学を薦めているか ら,学 問

の部分肯定論にもなる。 レーニンの前出の論議に似ているところがある。学問

を否定する部分では,ル ソーにも似ている。さて福沢の言う実学 とは,経 済学,

倫理学,法 律,自 然科学などであり,人 は,実 学を身につけて有用の人 とな り,

社会の重要な部署 を担うべ きだと論ず る。実際,日 本では大方の所,福 沢の議

論が暗黙の前提 とされているだろう。

普通は,学 問は肯定される。その多 くの議論をここでは書 ききれないので,

省略する。

3学 問 の 目的

学 問 の 目的 は,種 々 あ る の で,そ れ に よ っ て 学 問 の あ り方 は 区 別 さ れ る。

第1は,世 の た め,人 の た め,社 会 の た め,そ して,自 然 の征 服,人 間 の 力

を高 め る た め に,そ れ らの た め に学 問 はあ る,と 考 え る もの で あ る。

世 の た め,人 の た め,社 会 の た め,と 考 え る代 表 は,ヨ ー ロ ッパ で は カ ー ル ・

マ ル ク ス8),日 本 で は大 塩 平 八 郎9),な どで あ ろ う。 マ ル クス は,経 済 学 を人

間 救 済 策 と して作 ろ う と した 。 一 方,自 然 の征 服,人 間 の力 を 高 め る た め,と

考 え る の は,フ ラ ン シス ・ベ ー コ ン10)や トー マ ス ・エ ジ ソ ン11)ら で あ ろ う。

6)W.1.Lenin,1870-1924.

7)福 沢,1835-1901.

8)KarlMarx,1818-1883.

9)大 塩,1793-1837.大 坂 の 町 与 力 。 不 正 を憎 ん だ 。 陽 明 学 を 実 践 の 学 と し,人 々

の た め に 学 び,民 衆 の た め に 乱 を 起 こ し た 。 幸 田 成 友 の 研 究 あ り。

10)『 ノ ー ヴ ム ・オ ル ガ ヌ ム』,『 ニ ュ ー ・ア トラ ンテ ィス 』,『学 問 の 進 歩 』,『 随 想 集 』

で 有 名 。

11)ThomasA.Edison,1847-1931.
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概 して,こ れらは立派なこととされる。ただ し,一 概 にはそう言えない。

第2に,学 問を自分のためにする,と いう立場である。それらは,2種 類あ

る。

1自 分の出世のため,自 分の生活のため。

2自 分の個性 ・才 能 ・能力 を伸ばすため。

これ らは,普 通に誰でも考えるものである。第1の 立場に比べ ると,偉 さで

は少 し劣ると思われそうである。だがそうでもなく,こ れ も立派なものでな く

はない。それにまた,大 衆社会的に言えば,こ れ らの態度をとる人が多いこと

によって,学 問や教育が,あ る意味では社会的には発達するのである。それに,

自分の生活や出世のために大学へ行 くとか,学 校へ行 くというのは,自 然であ

る。大量現象 としては,こ れが多い。「1自 分の出世のため」 に学問をする

という態度で有名なものは,申 国の科挙の試験 に合格 をしようとして勉強 した

昔の中国の人々である。合格すれば,高 級官僚になれたか らである。現在の日

本でも,い い会社 に就職 しようとして,人 々はよい大学へ行 く,と いうのもそ

れである。11a)

それ以外の立場 について。

第3に,学 問の目的は無い,そ れ自体が好 きだか ら,お もしろいから,と い

う理由で学問をする立場である。例えば,多 くのイギリスの学者がそうである。

この第3の 立場は,第2の 立場の亜種 に入れてもよい。

これらの分類には入れないが,入 れるとすれば第4の 立場がある。つまり真

理を発見するために学問をするという立場 もある。これは,第1の 立場 と重な

ることがあるが,微 妙 に違っている。河上肇12)は書 く。「私は元来日本の学者

が実際の利益 ということを重ん じ過 ぎているのが,我 国学問の進歩せ ざる最大

原因だと考えている。いやしくも学問をもって身を立てているものが,そ の学

問を何かの手段 と心得ているようでは,自 分 自身で学問を第二義的のもの とし

11a)現 代 の中 国留学 生 に この型 が多 い。

12)河 上,1879-1946.
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ているのだ。そんな事で学問を尊重するとい う気分が出てくる筈がない。……

学問の本義は真理の発見にある。」(「ある日の講話」 より)こ れは,福 沢的学

問論への批判か もしれない。

ついで,ど の分類 にも入れないが,第5の 立場 もある。見栄のため というも

のである。孔子の弟子である原憲が言っている。「世間の評判を気にして行動 し,

お もねり,学 問は見栄のためにし,教 育はいばるためにし,仁 義の徳を汚 し,

衣服の美をつ とめる。」そ ういう人がいる と言 う。これは現代で もそうだ。一

般に,学 問や教養 を,出 世のため以外では,見 栄のためにやって きた。例えば,

いい学校へ入ろうという人や,入 れようとするその親である。こういうケース

はかなり多い。ただ し実は,見 栄にも奇妙な役割がある。これで学校へ行 く人

が多 くなるか らである。

4学 問の性質

学問の性質というものがある。実際には科学の性質と言 うべ きである。それ

は,技 術 の側面である。学問や科学 には,道 具的役割がある13)。学べ ば利用

できるという側面である。理論 を学んで,使 い方を教わるなら,そ れを使 える。

そうい う性質がなければ,科 学とは言えないのであって,そ うでなければ,そ

の営為は芸術 の領域 となる。人は,学 んだか らといって,お いそれ とは芸術家

や芸術的天才にはなれない。そうなるには独得の才能が必要である。 しかし学

問には,学 べば習得がで きる性質がある。そういうわけで,学 問は誰にでもで

きる。

5学 問 を す る態 度 。

マ ッ クス ・ウ ェー バ ー14)は,「 職 業 と して の 学 問 」 で,教 壇 で は 政 治 的発 言

13)マ ックス ・ウ ェーバ ーに よれ ば,学 問 の役割=職 分 が ある と。1,生 活,つ ま り

外 界 の事 物 や人 間の行 為 を合理 的 な算段 に よって支 配す るた めの技 術 につ いて の

知識 をあた え る。2,思 考 方法,そ の 方法 のた めの 道具 を知 り,お よびそ の道具

に習熟 す る。3,明 晰 さをえ させ る。(『職業 としての学問』岩波 文庫160ペ ー ジ。)

14)MaxWeber,1864-1920.
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をしないようにと,説 いている。これは狭い政治的立場 のことであろう。「社

会科学方法論」では彼は,学 問の手続きは客観的に,し かし主体的な立場を出

せ と説 く。有名な 「理念型」を作れという議論である。 また,学 問の前提は,

1,論 理学 と方法論 との規則の妥当性,2,結 果が 「知る価値がある」という

意味で重要であること,で あると言う15)。

最後に,活 学活用主義への批判について語っておこう。学問は本来,そ れを

生か し,活 用するという任務 と動機がある。 しか し,学 問の成果,あ るいは理

論,法 律などは,そ れぞれ一体何を射程においているのか,そ してその理論が

対象 にするものは何かを吟味 しておかないと,使 い方で間違う。従って,安 易

な活学活用は戒めるべ きである。

6お わ り に

学問や科学の進歩 とは,新 事実の発見,新 理論の創造という2つ があって,

それ らによってなされる。ただし,つ まらない事実の発見では困るし,間 違っ

た新理論は,害 が及ぶ。

またオリジナリティ,つ まり最初の説が大切 にされるし,そ うであるべ きで

あろう。

7学 生(お よび一般的人々も含む)へ の実際的効用。

大学生が社会に出た時,大 学で学んでいたことが どのように役立つか。ここ

では,卒 業 という現世的ご利益(り や く)を 除いて,考 える。

社会人 として,ど んな事を喋るか,ど んないいことを考えられて,そ れが言

えるかが,社 会に出てか らの,活 躍で きる能力になるのだか ら,大 学で どんな

ことを学んでいたかが,勝 負になる。学問で悩みながら,つ まり問い,解 決の

連続 をしていると,結 局,見 識16)が 高まる。そうい う営為 をしてこなかった

15)ウ ェーバ ー,150ペ ー ジ。

16)見 識 とは,ト ル ス トイ(ロ シ アの文 豪)が 言 う知 恵 にあ た るだ ろ う。 「人間 の知

恵 とは事物 を知 る こ とで はあ りませ ん。 … …人 間の知 恵 とは知 る に価 す る事 物 の
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人は,簡 単 には良いことは思いつかない。

それにまた,教 養 ・学問の 目に見えない役割がある,も のを学んだ人間が,

知的世界にかん して,広 くなれて,深 くなれる。精神生活が豊かになる。広 く

なれれば,人 とのつなが りが,多 様になる。少なくても,大 学時代 に物事を調

べることをしている人は,物 の調べ方を知るようになる。物を知 ること自体 も

大切だが,物 を調べること,物 を考えることも大切である。これらは体験 して

いないと,う まく行かない。

何かを学んでお くと,知 的なとっかかりがで きる。それが,思 考のよりどこ

ろの1つ になる。例えば,暗 夜に航海する船に乗っている時,燈 台が見えない

場合 と,1つ 見える場合 とは大違いである。学んでいれば,知 的な目安ができ

る。他の例は,地 図と山登 りの関係である。地図がな くて も山登 りはできる。

しかし地図があれば,山 登 りは有利である。大学時代 に学んだことが,そ の山

登 りの地図に匹敵することがあ りうる。

学問 とは,人 間 らしく,文 化的な生活 を送 るための もので もある。(一 学生

の表現)

2社 会科学とは何 か

社 会 科 学(SocialScience;Sozialwissenschaft;Gesellschaftswissenschaft)

とは ど う い う も の で あ ろ うか 。 これ は 自然 科 学 とは違 っ て い る側 面 が あ る 。 こ

こ で 社 会 とは,さ しあ た り人 間 集 団 の こ とで あ る と,定 義 して お く。

1.目 的 か ら手 段 を知 る方 法 。

マ ッ ク ス ・ウ ェ ー バ ー が,「 ロ ッ シ ャ ー とク ニ ー ス」 で 批 判 した 素 朴 な

方 法 が あ る。 人 間 が 目的 を持 っ て行 動 す る時,目 的 に応 じた 手段 を選 ぶ 。

秩 序 を わ きまえ る ことで あ り,そ の事物 の知 識 をお のお のの重 要性 に応 じて整理

す るこ とです 。」(ト ルス トイ 「トルス トイが ロマ ン ・ロラ ンに送 った書 簡」 岩波

書 店206ペ ー ジ)
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だから,あ る人間や人間集団の目的を知れば,手 段が分かる。つまり人間

の行動が分かる。人間は普通は目的のために合理的な手段 をとるからであ

る。 こうして,目 的を知ることが社会科学の一手段になる。

2.ウ ェー一・バーの理念型による方法。

ウェーバーが 「社会科学方法論」(=客 観性論文)で いう理念型による

ものである。 この理念型を作って,そ れを尺度に して,他 の対象を計る方

法がある。ただしその理念型を作る時は,客 観的な方法で作れ,し か し主

体的な立場を出せと,ウ ェーバーは言う。こうして,こ れも社会科学の一

方法になる。

3.カ ール ・マルクスの自然史的方法 による方法。

社会は自然 とは違うのだが,社 会には,自 然および自然史と同じ側面 も

ある。 したがってその側面は,普 通に自然科学 と同 じように認識できる。

これは,何 もマルクスによらなくてもそうである。

4.マ ルクスの物象化による方法。

人 と人との関係が物 と物 との関係になる,物 と物との関係が人 と人との

関係になる,と いうのが物象化である17)。具体的な諸個人は多様なので,

分析 ・理解で きないか,し に くい。 しか し彼 らの外的条件 ・環境は知るこ

とができる。

つまり彼 ら=諸 個人は,物 の世界の代理者である場合が多い。物の世界

には,そ の法則があ り,そ れはそれな りに分析 ・理解できる。これは自然

科学に近い。こうして,物 の世界を知れば,そ の代理者である人間も,全

く正確ではないにしても,そ れに応 じてほとんど理解で きる。例外はある

けれ ども,彼 らは,物 の世界の動 きにつれて動 くか らである。これが個人

でなく集団であれば,お およそは,物 の世界の動 きに従 うだろう。例 えば,

地代 と地主,利 潤 と資本家,で あ り,そ れぞれ前者(地 代,利 潤)が 物の

世界で,後 者(地 主,資 本家)が 人間的代理者である。つ まり人間集団そ

17)大 塚 久雄 『社 会科 学 の方 法』(岩波新 書)で は,疎 外 と物象 化 とが混 同 され てい る。
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のものでなく,か れ らの外的条件 をまず知れば,彼 らのことがおおよそ分

かる,と い うものである。

5.フ リー トリヒ ・エ ンゲルス18)の,力 の平行四辺形による方法。

社会において,個 と総和 とは違 う。つまり個人の行動が,社 会全体の行

動 とは違う。 しか し社会科学は社会全体の行動を知ることを目的とする。

そこで個でなくて総和を知る必要がある。

例えば,Aが,o点 から力aを 加 えた とする。1人 の行為であれば,物

はo点 か らa点 へと動 く。 しか し,社 会は1人 ではない。例えば,Aが 力

を加 えている最中に,2人 目のBが,o点 に力bを 加 えたとす る。その

場合,力 学の,力 の平行四辺形に従 って,o点 にあった物は,a点 でもな

くb点 で もな く,c点 へ と動 く。Aが 望 んでいな
C

いで,ま たBも 望んでいない点へ行 ってしまうので

ある。

つ まり諸個人の力の総和で,社 会は動 く。その総

和を知れというものである。

混雑 した電車内の例でも,そ れは言える。ある乗b

客が混雑 した電車に乗っている時,彼 一人の望むよ

うには簡単に乗 り降 りできないことがある。

6.見 た物を根拠 にする。o

社会科学では,書 く人が,見 た物 をさしあた りの事実として書 く。見て

いないものは,事 実 としない。ただ し,資 料,書 物,そ の他の物で見た物,

直接聞いた ものも,こ こに含まれる。だから見た直接の事態のことだけで

はない。 しかしその意味で,宗 教 とは対極 をなす。宗教の本質が,見 ない

ものでも信 じることにあるか らである。

それゆえ,社 会科学は第1次 資料 を重視する。資料のうちの1番 初めの

直接的資料を重視する。第2次 ・第3次 資料になると,そ れ ら第2次 ・3

18)F.Engels,1820-1895.
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次の資料を作 った著者の主観が入 り込んでいるからである。こうして直接

的知識の採用が大切 とされる。

だか ら,孫 びきの回避をする必要がある。孫びきとは,あ る著者が引用

している資料 を,次 の書き手がそのまま利用 して,そ の初めの資料を見な

いで書 くことであ り,自 分がその資料を見たようにして書 くことである。

これは危険である。こうして引用の際,例 えば,外 国書を見ないで,見 た

として書いた り,初 めに作 られた統計 と,そ れを使って後の人が作った統

計 とを区別 しないで書いた りするのは,危 ない。

聞いたことは,そ れだけではかな り危険である。噂 もそうである。これ

らは簡単に採用できない。例えば,子 供の伝達遊びの例 を知ってお くべ き

である。つまり,あ る人がある トピックを知 らせてもらう,そ して次の人

にそれを口頭で伝 え,そ れが同 じように引 き継がれ,最 後の人が最初の人

と全 く内容の異なる トピックを受け取 るという遊びである。そういうわけ

で,書 かれた資料,現 在では複写 コピーされた資料が,よ り正確 となる。

7.描 写による方法。

研究対象を描写することだけで も,社 会科学の産物になることがある。

事実世界 を描 くのである。 もちろん従来の記述 より,広 くあるいは深い も

の,新 しいものである必要がある。

描写 と似ているが,社 会科学のある種のものは,物 語である。あるいは

物語 と同じようなものである。ただし,フ ィクシ ョンは使えない。

8.普 通は,人 間社会の法則 ・傾向,集 団の動きを検出することが,社 会科

学の任務だとされる。

9.論 証。

社会科学でも自然科学でも,そ の狙いは同 じである。つまり論証する,

証明するというのが,一 番よい。問いを立てて,結 論か仮説を出し,そ れ

を証明 して見せる,と いうものである。
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そ の 他。

社会科学の歴史の方法については,拙 書 『金融資本論 の成立』(青 木書店

1975年)の 冒頭を見 よ。有名なものでは,事 実上の社会科学について,リ ッ

ケル ト 『自然科学 と人文科学』で,議 論がある。

1.オ ーラル ・ヒス トリーについて。

社会科学は,文 字になっていない材料をも取 り上げる必要がある。だ

から人々か らの聞 き書 きが行なわれる。これは,書 かれた資料世界の補

完になる。ただし注意すべきだが,書 かれていない資料は,知 る価値が

小さかったので書かれていなかったとい う場合がある。だか らオーラル

(Oral)・ ヒス トリー と言って も,そ の材料が,書 かれたものより価値

があるとい う場合に,取 り上げるべきである。何でもよいというわけで

もない。

2.新 事実,新 しい解釈について。

平た く言って,重 要な新 しい事実が発見 されたことで,そ れを紹介す

ることだけでも,社 会科学を豊かにすることがで きる。新 しい解釈 は,

それが正 しければ,社 会科学の進歩 とされるだろう。

3,な お,前 述の 「学問とは何か」で示 したことも,同 様にここでも採用

できる。社会科学 も学問だか らである。


